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「地域とともにある学校に」 
鹿屋市立大姶良中学校 校長 有馬 雅彦   

大姶良中学校に赴任して２年が経とうと

しています。赴任した昨年はまだコロナ禍

で、学校の行事やＰＴＡ活動、地域での行事

を中止や縮小せざるを得ない状況であり、地

域と学校との交流を行うことがほとんどで

きませんでした。そんな中、昨年の台風で学

校の校庭の樹木が根元から折れて、撤去に困

っていたとき、雨の中にも関わらず、ＯＶＣ

（大姶良経済文化同友クラブ）の方々がチェ

ーンソーで折れた幹や枝を切断し、撤去をお

手伝いくださり、たいへん助かりました。そ

れ以降ＯＶＣの方には、学期に１回、生徒の

前で、職業観や地域への思いなど、話しやす

いテーマで講話をお願いしています。 

今年は５月に新型コロナウイルス感染症

が５類相当に移行し、大姶良地区でも、ほた

る祭りや各公民館単位での夏まつり、大姶良

地区の夏祭りなど、様々な行事やイベントが

開催されました。 

大姶良地区の夏祭りでは、夏休み期間のこ

とで呼びかけが部活動生に限られてしまい

ましたが、準備に中学生が参加することがで

きました。大姶良地区生涯学習「まちづくり

大会」では、大姶良小学校、西俣小学校、南

小学校の児童の発表や本校１年生の郷土芸

能「大姶良西方棒踊り」の披露、ジャズバン

ド部の演奏など、大姶良地区の学校も参加す

ることができました。さらに、舞台発表の部

の司会進行や舞台係なども大人の方々の力

を借りながら、中学生もお手伝いすることが

できました。 

学校応援団から地域学校協働活動へ発展

したわけですが、地域学校協働活動では「                   

地域の高齢者、成人、学生、保護者、ＰＴ

Ａ、ＮＰＯ、民間企業、団体・機関等の幅

広い地域住民等の参画を得て、地域全体で

子どもたちの学びや成長を支えるととも

に、『学校を核とした地域づくり』を目指

して、地域と学校が相互にパートナーとし

て連携・協働して行う様々な活動」とあり

ます。大姶良中学校としても、地域のいろ

いろな行事にできるだけ生徒を関わらせ、

地域の大人の方ととともに活動しながら、

いろいろな体験ができるようにしていき

たいと思っています。 

子どもたちが大人になったとき、自分の

故郷に自信をもって、そして、胸を張って

故郷を語れるような人材に育てていきた

いです。 

 

 


